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１

　

問題は１ページから６ページまであり， これとは別に解答用紙が１枚ある。

２

　

解答は， 全て別紙解答用紙の該当欄に書き入れること。



（一） 音， 運動とエネルギ←に関する次の１．２の問いに答えなさい。

　

１

　

次の実験１～３を行い， おんさＭ， Ｎが出した音を， マイクを通してオシロスコープに入力し，

　

オシロスコ←プの画面で波形を観察した。 図１のＸ～Ｚは， その結果を表したものである。

　　

［実験 １］ お んさＭをある 強さ でたたい た。

　　　　

Ｘ

　　　　　　　

Ｙ

　　　　　　　

Ｚ

圏圏
図１〔海難

図１のＸは， その結果を表したものである。

［実験２］ 実験ｆでおんさＭをたたいた強さ

と異なる強さで， おんさＭをたたいた。 図ｆ

のＹ は， その結果を表 した もの である。

　　　　　　

ｒｘ～ｚの描軸の・日僻れが寿す時間の岳さけ同ド署ま寓

　　　

ー

　　　

…十

　

十

　　

十

　　

十

　

▼

　　　　

図Ｉ

　

Ｘ～２の縦縞のｉ目盛崩壊÷張－精ゐ芙きざぽ声色冬ふも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ー

　

Ｌ×の←→の長さばて国の振動に赤かろ蒔商を示［そ添左［実験３］ おんさＮをある強さでたたいた。
図１のＺは， その結果を表したものである。

（１｝ ぉんさＭ， Ｎの 為 に， 振動して音を出す物体は何と呼ばれるか。 その名称を書るナ。 音 ジ原

（２｝

　

図１の×で， 画面の ← → が示す時間は０．００２５秒であった。 おんさＭが出した音の振動数は

何Ｈｚか。 午の （Ｈｚ）

（３） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　

実験２でおんさＭが出した音の大きさは， 実験１でおんさＭが出した音の大きさと比べて

① ◎ 大きい

　

イ 小さい｝。 実験３でおんさＮが出した音の高さは， 実験１でおんさＭ

が出した音の高さと比べて② ｛ウ

　

高い

　

⑮ 低い｝。

　　

Ａ

　

、
２ ［実験４］ 図２のょぅふこ’ 小球ＰをＡの位置から静かにはな

　

小望ト面
Ｂ

　

。
ヰ

。
Ｅ

斜面
し， ＢからＦまでのそれぞれの位置を通過したときの速さを

　　　

水平面

　

に÷→
測定した。 次に， 小球Ｐを体積が同じで質量が２倍の小球Ｑ

　　　　

（基準面） －ＣＤ間：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の距離

にかえ， 小球ＱをＡの位置から静かにはなし， 小球Ｐのとき

　　　　

図２（ は遅動の向きを示す。）

と同じ方法で， 速さを測定した。 表１は， その結果をまとめ

　　　　　　　　

表１

塾のであるｏただし’恩讐水平面を位置エネノｒｒの基 ョ禁裏 謝略輪一計金湯量
義工れに，ま徒に凝れ もの け ろ

、ジ

　　　

小球Ｑの速靴喰鵬伽鵬ｏｍ…５

（１） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　　

小球ＰがＡの位置からＢの位置まで運動したとき

　

小球Ｐがもつ位置エネルギーは

①｛ア

　

増加

　

① 減少｝しか 球ｐがもつ運動エネルギ は② ⑦ 増加

　

工

　

減少｝する。
｛２〉 実験４で，ＣＤ間の距離は４２ｃｍであった。小球ＰがＣの位置からＤの位置まで運動するのに

かかった時間は何秒か。 △／夕ｒ彩・〕
（３） 図３の矢印は，水平面上のＣＤ間を運動している小球にはたらく重力

　

手

　

を示している。 この小球には， もう１つの力がはたらいている。 その力

　　　　　　　　

水平面

を，解答欄嚇むこ矢晒し旗た作鰯 岬でかけｏ嚇 嚇 後 驚き翻っ（４） 小球ＰがＥの位置にあるとき，小球Ｐがもつ運動エネルギーは，小球Ｐ

がもつ位置エネルギーの サ倍であった。 また， 小球ＰがＦの位置にあるときの小球Ｐがもつ

運動エネルギーは 小球ＰがＥの位置にあるときの小球ｐがもつ運動エネルギーのき 倍であっ
た。 小球Ｐがもつ位置エネルギーをＥとＦの位置で比べると， Ｆの位置にあるときの位置エネ

ルギーは， Ｅの位置にあるときの位置エネルギーの何倍か。 え （イリ

（５） 次の文の①，②の｛

　

｝の中から，それぞれ適当なものを１つずつ選び，ア～ウの記号で書け。

　

小球Ｐと小球ＱがそれぞれＡの位置にあるとき， それぞれの小球がもつ位置エネルギ の大

きさを比べると， ① ｛ア 小球Ｐが大きい

　

⑦ 小球Ｑが大きい

　

ウ ．同じである｝。 また，
小球Ｐと小球ＱがそれぞれＣの位置にあるとき

　

それぞれの小球がもつ運動エネルギ←の大き

さを比べると， ② ｛ア 小球ｐが大きい

　

⑦ 小球Ｑが大きい

　

ウ

　

同じである｝。

一１－



（二） 水溶液の性質と化学変化に関する次の１・２の問いに答えなさい。

　

水溶液Ｘと水溶液Ｙがある。 これらは， 塩酸，ズ水酸化ナトリウム水溶液のいずれかである。

［実験１］ ４個のビーカ←Ａ～Ｄに， 水溶液×を同じ体積ずっとったあと， ビ」力←Ｂ， Ｃ， Ｄ

に，水溶液Ｙをそれぞれ４，８，１２ｃｍ３加えた。 次に， ビ←カ←Ａ～Ｄの水溶液それぞれを，図１の

ようにガラス棒でスライ ドガラスの上にとり，加熱して水を蒸発させると，ビーカーＡの水溶液は

何も残らなかったが， ビーカ←Ｂ～Ｄの水溶液では白色の物質が残った。 また， ビ←力←Ａ～Ｄ

に， 緑色のＢＴＢ溶液を数滴ずつ加え，色の変化を観察した。 ビ←カーＣの水溶液は緑色であり，

ｐＨを調べると７でぁつた。 解答 欄 参 照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

えん
（１） 塩酸と水酸化ナトリゥム水溶液が中キロして塩と水ができる化す

　

ガテネ縄≦‘シ／三

学変化を， 化学反応式で表すとどうなるか。 解答欄の－ニニコ に

　

”′
ミ

　

スライドガラス

ｗｔはまるヒ学式をそれぞれ書き，化学反応式を完成させよ一

　

篇当てはまる化学式をそれぞれ書き， 化学反応式を完成させよ。

次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを

１つずつ選び， その記号を書け。

水溶液）くるま① ◎ 塩酸

　

イ 水酸化ナトリウ

えたあとのビーカーＡの水溶液の色は② ⑦ 黄色

水溶液

　　

図Ｉ

イ

　

水酸化ナトリウム水溶液｝

　

であり， 緑色のＢＴＢ溶液を加

工

　

青色｝

　

であった。

（３） 次のア～工のうち， 実験１で， 水溶液中のイオンや， 中和反応によって生じた水分子につい

て述べたものとして， 最も適当なものを１つ選び， その記号を書け。

ア

　

水溶液中の陽イオンと陰イオンの数が同じなのろま， ピーカ←Ａの水溶液だけである。

⑦ 水溶液中に含まれるイオンの総数ま， ビ←力←Ｄの水溶液だけ異なり， 一番多い。

ウ 水溶液中るこ生じた水分子の数は， ピｒ力←Ｂ， Ｃ， Ｄの水溶液どれも同じである。

水溶液中るこ水分子が生じたのは， ビーカーＣの水溶液だけである。

薬包紙

　

工

　

ｚく溶波

　

にＺ 刀

　　　　

、 この

　

，

　　　　　　　

Ｚ 浴撒 こ

２ ［実験２］ ビーカ←Ｐにうすい塩酸を１４ｃｍ３とり， ビーカ」Ｐを含め

た全体の質量を測定した。 次に， 図２のように， ビーカーＰに石灰石

の粉末を１．０ｇ加えて， 気体が発生しなくなるまで反応させ， しばら

くしてから， ビ←カーＰを含めた全体の質量を測定した。 さらに，

ビーカ」Ｐに石灰石の粉末を１．０ｇ加えては質量を測定するという操

作を， 加えた石灰石の質量の合計が５．０ｇになるまで続けた。 表１は，

その結果をまとめたもので， ④～◎には， 発生した気体の質量の合計

が当てはまる。

（１） 発生した気体は何か。その気体の名称を書ｏナ。 ニ 験ィム炭象

（２｝

　

石灰石の粉末を２回目に加えたとき， 新たに発生

　　

操

　

加ぇ
操作
回数

加えた石灰
石の質量の
合計〔ｇ〕

ビ←力一Ｐを

含めた全体の
質量〔ｇ〕

発生した気
体の質量の
合計〔ｇ〕

操作前 ０ ７４，６ ０

１回 １・０ ７５，２ ０，４

２回 ２．Ｏ ７５．８ ◎
３回 ３．Ｏ ７６．４ ◎
４回 ４．Ｏ ７７．２ ◎
５回 ５．Ｏ ７８．２ １．４

した気体は何ｇか。づ◇” （３）

　　　

／，デ

（３） 表１の◎に当てはまる適当な数値を書け。
小また，

表１をもとに， 加えた石灰石の質量の合計と発生し

　

た気体の質量の，合計との関係を表すグラフをかけ。

（４｝

　

石灰石の粉末を合計５回加えたビーカ←Ｐに， 下

線部のうすい塩酸を加えると， 気体が発生した。 気

体が発生しなくなるまで反応させるには， うすい塩

酸を少なくとも何ｃｍ３加えればよいか。 ら，ク（ｃｍり 塔欄参照、

表ｌ

うすい塩酸

図２

ー２－

ビーカーＰ



（三） 植物の葉のはたらきと植物の分類に関する次の１ ２の問いに答えなさい。

Ａ

　　　　　　　　

Ｂ１ ［実験］ 植物の蒸散について調べるために， 葉の

　　　　

Ａ

　　　　　　

Ｂ

　　　　　　

Ｃ

３本のツバキを用意した。．図１のＡ～Ｃのよう　　　　　　　　
三角フラスコに少量の油をそそいで水面をおおっ

　

何も処理しない。 全ての葉の表側に 全ての葉の裏側に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワセリンをぬる。

　

ワセリンをぬる。
たのち， ＢとＣの葉にワセリ ンをぬり， 三角 フラ

　　　　　　　　　　　

図１

スコを含めた全体の質量を測定した。 ３時間置い

　　　　　　　　　　　

表１

たのち， 再び全体の質量を測定した。 表１は， そ

　　　　

－ －

　　　　　　　　　

Ａ

　　

Ｂ

　

Ｃ

の結果をまとめたものである。 ただし， 下線部の

　

最初に測定した全体の質量〔ｇ〕 ７５．２

　

７５，６

　

７５．６

ツバキの， からだ全体からの蒸散の量は， それぞ

　

３時耐熱覗け定した全体の質量〔ｇ〕７０．１ ７０，８

　

７５．・

れ等しいものとする。 また， 三角フラスコ内の水の減少量は， 蒸散の量と等しいものとする。
（１） 葉の表皮には，２つの三日月形の細胞がくちびるのように向かい合ってできたすき間がある。

Ａ Ｂ ｃ

最初に測定した全体の質量 〔ｇ〕 ７５．２ ７５，６ ７５．６

３時間後に測定した全体の質量〔ｇ〕 ７０・１ ７０，８ ７５，１

このすき間は，ロロと呼ばれ，蒸散ま主にＤｑで行ゎれる。ｘに当てはまる適当な言葉を書け。 気；し
（２） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。
実験で，Ｂの水の減少量が，ｃの水の減少量より① ＠ 大きい

　

イ
葉の裏側からの蒸散の量は， 葉の表側からの蒸散の量より② ⑦ 大きい

イ

　

小さい｝

　

ことから，
エ

　

小さい｝

　

こ

　

とが分かる。

（３） 実験で，１本のツバキの，葉以外の部分からの蒸散の量は何ｇか。表１の値を用いて計算せよ。ＱＺ（の

　

れぞれの葉が互いに重なり合わないようについていた。 このような葉のつき方に

（４） 図１のように三角フラスコ心さ したツバキを真上から見ると，図２のようにそ

雛 島

　

は， 植物が栄養分をつくる上で， どのような利点があるか。 解答欄の書き出しに

図２続るナて簡単に都ナ。 兎 が当たらよクしくなる。
２ ［観察］ 胞子でふえる植物であるイヌワラビを観察し，スケッチした。

次に， イヌワラビの胞子のうをスライ ドガラスにのせ， 水を１滴落と

　

し， カバーガラスをかけてプレバラ←トをつくり， 図３のような顕微

鏡で， 胞子のうや胞子を観察した。 図４は， 観察する倍率を１００倍に

して観察したときの様子を表したものである。
｛１） 次のア～工のうち， 観察でスケッチを行うときの正しい方法とし

　

て， 最も適当なものを１つ選び， その記号を書け。

　　　　　　　　　　

０，５ｍｍ

図３

　　　　　

図４

⑦ 対象物ま， 細い線と点ではっきりとかく。 イ

　

対象物は， 影をつけて立体的にかく。
工

　

対象物の輪郭は， 線を重ねてかく。

　

ウ

　

対象物だけでなく， 周囲の背景も詳しくかく。 エ

　

対象物の輪郭は， 線を重ねてかく。
（２） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　

観察で， 顕微鏡の接眼レンズの倍率はそのままで， ① ＠ レボルバー

　

イ 調節ねじ｝

　

を回して対物レンズをかえ， 観察する倍率を１００倍から４００倍にすると， 見える胞子のうや胞子

の励ま②｛ゥ

　

増える

　

① 減る｝。
｛３） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　

胞子でふえる植物の仲間には， イヌワラビのようなシダ植物のほかに， ゼニゴケのようなコ

ケ植物がある。イヌワラビ烈震子のぅは， 葉の①｛ア 表側

　

⑦ 裏側｝ で見られ， ゼニゴ

ケの胞子のうは， ②｛ゥ

　

雄株

　

◎ 勝集｝で見られる。

（４） 植物の仲間には，胞子でふえるシダ植物やコケ植物のほかに，種子でふえる種子植物がある。

　

次のア～工のうち， 子房を持たない種子植物として， 適当なものを１つ選び， その記号を書け。
ア アブラナ

　

⑦ イチョウ

　　

ウ サクラ

　　

エ

　

タンポポ

－

　

３ー



（四） 気象と太陽に関する次の１・２の問いに答えなさい。
図１は， ある年の９月に発生した台風Ｐの進路を矢印で表したもので

ある。 また， 図２は， 台風Ｐが図１の地点Ａに最も接近した１０月１日を

含む３日間の， 地点Ａにおける， 気温， 湿度， 気圧の３時間ごとの記録

をグラフで表したものであるｏ

　　

熱 学

（１） 台風ま，□ｑの海上で発生した□ｑ低気圧のうち，最大風速が約

　

１２０．

　　　

ｌａｏ． ４０． 顔１三

ラヘニ
綴じ
１

　

＼籍

≦℃〆‘
りｖ▼

キノ（
卿 ＼

　　

気

　

圧

　　

鍛

　

０

　　

０

　　

０

　　　　

随

班

　

１

　

０

　

１

　

鵬

　　

鋤

　　

獅

１

　　　　　　

湿

　

度

　　

％

図

　

０

　

０

　

１７ｍ／ｓ以上に発達したものである。Ｘに当てはまる適当な言葉を書け。

　　　　　

図１

（２） 次の文の①，②の｛

　

｝の中から，それぞれ

　　

３Ｃ，

　

… ： レ ÷、
滞序

　　　　　

１００

　

１０２０

適者貞潔琶稼ぎ獅麗号蕃青ま？０三千／富豪もぎＪ 耐第 豪
：： し 瀞序
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′式圧 、′′……、 ／
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１２

　

エ８

　

０

　

６

　

１２１８

　

０

①｛ア

　

シベリア高気圧 ⑦ 太平洋高気圧｝

　

温
２Ｃｒ

　

′……

　

＼＊ メ

　

ソ

　

００
度

１０００
圧

の緑に沿って移動し， 中緯度帯の上空を吹く

　　

１５：

　

…

　

…

　

え庄 も い

　

／…
②｛ウ 季節風 ◎ 偏西風呂こ押し流される

〔℃〕 ：

からである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｃｄ

　

，
．２
１
エ８
，
。
・
６
１
，２．８０１ ，２．８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ョ

　

９月３０日

　

ー

　

エ○月１日

　

－１０月２日

　

－

（３） 図２で， 次のア～ウの日時における露点を

　　　　　　　　　　

図２

比較して， 露点の高い順に， ア～ウの記号で左から書もナ。 ア → ゥ→イ

　

ア

　

９月３０日１８時

　　

イ

　

１０月２日３時

　　

ウ １０月２日９時

｛４） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

図２で， 台風Ｐの中心が地点Ａに最も接近した日時は， ①｛ア １０月１日６時頃

⑦ ｍ月１日あ時頃｝と考えられ，その日時に地点Ａを吹く風の向きは，図ーから，② ◎ 北寄り

工

　

南寄り｝であったと考えられる。

２ ［観察］ 図３のように， 太陽投影板を天体望遠鏡に

とりつけたあと， 記録用紙にかいた円の大きさに合

わせてうつした太陽の像を観察した。 図４は， その

ときの黒点の位置と形を記録したものである。

　　　　

記録用紙

（１） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適
太陽投影板

　　　　　　　

記録用紙

当なものを１つずつ選び， ア～ェの記号で書け。

　

図３隈奉謝 砦前の〕

　　

図４

　

ファインダーは， 図３の① ◎ ａ

　

イ

　

ｂ｝ であり， 太陽を観察するとき，ファインダー

は， ② ｛ウ

　

低倍率のものから使用する

　

① ふたをする｝。
（２） 天体望遠鏡の鏡筒を固定して観察すると， 記録用紙にうつる太陽の像が動き， 数分で記録用

紙から外れてしった。 次のア～工のうち，この現象が起こる原因として，最も適当なものを１つ

選び， その記号を書け。

ア 太陽の自転

　

イ 太陽の公転

　

◎ 地球の自転

　

工 地球の公転

（３） 観察の２日後， 観察と同じ時刻， 同じ方法で， 黒点の位置と形を記録した。 次のァ～工のう

　

ち， 観察の２日後の記録として， 最も適当なものを１つ選び， その記号を書け。 ただし， 観察

のあと， 黒点は， 消滅することはなく， 新たに出現することもなかったものとする。

ウイ

記録用紙

｛４） 太陽のょうな恒星は， 宇宙に数多く存在し， 数億から数千億個集まって［ヱ］という集団を

　

形成する。 このような集団のうち， 渦を巻いた円盤状の形をした， 太陽を含む約２０００億個の恒

星からなる集団まロロ系と呼ばれる。Ｙに当てはまる適当な言葉を書け。 途於 可

－４一



（五） 次の１～４の問いに答えなさい。

［実験１］ 電熱線ａを用いて， 図１のような装置をつくった。

　

漫

電熱線ａの両端 蜘 える電圧を２．ｏｖ阿呆ち，１０分間電流濁流 覆
計

　　

を匿 繍したときの水の上昇温度を調べた。 次に， 電熱線ａの両端に加

　

美

　　　　　

ス

　

電源装置
える電圧を３．ＯＶ，４．ＯＶ，５．ＯＶ，６・ｏｖと変え， 同じ方法で水

　

零

　　　　　

棒

　

ｒ・ｏ翰

　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　

ン 剥く
の上昇温度を調べた。表１は，その結果をまとめたものであるｏ

　

嚢 ． 電熱線

　

スィツチ

［実験２］ 図１の装置で， 電熱線ａを抵抗の値が分からない

　　　　　　　　

図１

電熱線ｂにかえ，電熱線ｂの両端に加える電圧を

　

表， 臨 摸 鰐勝運霧 襲撃茅度と１０分間電流〕
５，。Ｖに保ち 一ｏ分間電流を流したとき， 水温は

　

ー電熱線に加えた電圧〔ｖ〕
，
２，ｏ

，
３，ｏ

，
４，ｏ

，
５，０

，
６，０

，

　　　　　

１

　　　　

Ｅ

　

Ｅ１１１１
８，０℃ 上昇 していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　

電熱捌こ流れた電流〔Ａ〕 ０，５００．７５１．００１．２５１．５０

た だし， 実験１・２では， 水 の量， 室温 は同 じ

　　

水の上昇温度〔℃〕

　　

２，０

　

４，５

　

８．０ １２，５１８．０

であり， 電流を流し始めたときの水温は室温と同じにしている。また， 熱の移動は電熱線から水

への移動のみとし， 電熱線で発生する熱は全て水の温度上昇に使われるものとする。

（１） 表１をもとに， 横軸と縦軸にとる量の組み合

　　　　　　　　　　

表２

　

わせを表 ２のア～工のよう に して， そ れぞれグ

　　　　　　

横軸にとる量

　　　　

縦軸もことる量

　

ラフで表したとき， 比例の関係になる組み合わ

　　

ア

　

電熱線に加えた電圧〔ｖ〕

　

電熱線の抵抗〔Ｑ〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ

　

電熱線に加えた電圧 〔Ｖ〕

　

水の上昇温度〔℃〕

せとして適当なものを， 表２のア～工から１つ

　　

ウ

　

電熱線が消費した電力〔Ｗ〕 電熱線の抵抗〔Ｑ〕

選 び， その 記号を書け。

　　　　　　　　　　　　

エ

　

電熱線が消費した電力 〔Ｗ〕 水の上昇温度〔℃〕

（２｝

　

次の文の①，②の｛

　

｝の中から，それぞれ適当なものを１つずつ選び，ア～ウの記号で書け。

　

実験１で加えた電圧が４．ＯＶのときの電熱線ａから１０分間で発生した熱量と，実験２で電熱線ｂ

から１０分間で発生した熱量とを比べると，①

　

｛ア

　

電熱線ａが大きい

　

イ 電熱線ｂが大きい

◎ 同じである｝。また， 電熱線ａの抵抗の値と電熱線ｂの抵抗の値とを比べると，

② ｛ア 電熱線ａが大きい

　

① 電熱線ｂが大きい

　

ウ

　

同じである｝。

２

　

太郎さんは，博物館でシソチヨウについて調べ，その特徴を図２のょう

　

ミ ト

　　

シソチヨウ
にまとめた。次の会話文は，太郎さんが先生と話をしたときのものでぁる。 ミミミ藻

　

” 賄）十

　

駅 ん：

　

シソヂコ 指つい了調べわ結巣キ

　

団クのよるにま める

　

一；ミ鵡川 輔ゑ、坪」…

　

〃 ” ／ｔＬ” ＼卿十ハ帽小Ｌ’ 一 ７い′ｒー】７ｙ

　　　

ｌき蛭 総漁ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

霧雨
州 が

先

　

生： そうですね。 シソチョゥのように２つの仲間の特徴を持つ

　

馴 嶋 筆斗三

　　　　　

と， セキツイ動物の２つの仲間の特徴を持つ生物であること

　　　　　

が分かりました。

　　　　　

化石が発見されることや， 生物の間に相同器官が見られるこ

　

く主な特徴〉

　　　　　

と か ら， どの よう なことが考えら れますか。

　　　　　　　　

ｏ羽毛があるｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ前あしは翼になっている。
太郎さん：

　

現在の生物は，過去の生物が変化して生じたと考えられます。。翼には爪のっいた指がある。
先

　　

生：

　

そのとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。口には歯がある。

（１） 次のア～工のうち， 下線部の２つの仲間の組み合わせとして， 適当

　　　　

図２

　

なものを１つ選び， その記号を書け。

　

ア 両生類と鳥類

　

イ 両生類と哨乳類

　

◎ は虫類と鳥類

　

工 は虫類とｎ甫乳頻

｛２） 次のア～工のうち， 相同器官について述べたものとして， 適当なものを１つ選び， その記号

　

を書け。

　

ア

　

現在の形やはたらきは同じであり， 起源も同じものであったと考えられる器官 ユ

　

イ

　

現在の形やはたらきは同じであるが， 起源は異なるものであったと考えられる器官

　

ウ

　

現在の形やは．たらきは異なり， 起源も異なるものであったと考えられる器官

◎ 現在の形やはたらきは異なるが， 起澱ま同じものであったと考えられる器官

　　　　

横軸にとる量

　　　　　　

縦軸にとる量

▽

　

雷軌綿に如才 雷庫 「ｖｌ

　

ョ雷熱線の祇杭 船１１

　

．
咽剛胆，岬ハハーむ嫌 い′

　

ＪＷ川噌十′岬ｒｙ、”′→

－

　

１

　　　　　　　　　　　　　

ｉ

　　　　　　　　　

ｌ
イ

　

電熱線に加えた電圧 〔Ｖ〕

　

水の上昇温度〔℃〕

ウ

　

電熱線が消費した電力 〔Ｗ〕 電熱線の抵抗〔Ｑ〕

工

　

電熱線が消費した電力 〔Ｗ〕 水の上昇温度〔℃〕

－５－



３

　

花子さんのクラスは， ある地域の地層を調べるために， ２日間野外

観察を行った。図３は，観察地域を模式的に表したもので，地点ＡγＣ

は道路沿いの地点を示している。ただし，この地域に断層はなく，地層

は，互いに平行に重なり，南西から北東に向かって一定の傾きで下がっ

ているものとする。

野外観察の内容

牛
Ｃ（７６ｍ）

道路／ ．▲『

ず一／

〆 Ｂ（４Ｉｎ）

・，′”””＝＝

Ａ（５２ｍ） ０

　

５］ｍ

４
十十
十

地熱 蹴ある，垂直に切り立つ崖で見られる地層を…図３〔播 磨灘，曇鰯〕÷１区 耳 司

　

地点Ａ， Ｂにある， 垂直に切り立つ崖で見られる地層を１

　　　

観察し， 柱状図を作成する。

１□…１耳司

　

地点Ｃのボーリング試料を観察する。

　

次の会話文は， １日目の終了後に， 花子さんと太郎さんと先生

　

道１０

が話をしたときのものである。

　　　　　　　　　　　

書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か

花子さん： 地層Ｐ，Ｑは，異なる噴火で噴出した火山灰が堆積し

　

房５

　　　　

たもので， この地域全体に見られるそうょ。 また， 作

　

冨

　　　　

成した図４の柱状図によると，地層ｐ，Ｑそれぞれに含
〔ｍ〕ｏ

　　

まれる火山灰を噴出した噴火のうちｉ地層Ｑに含まれ
図４鷹露呈軽量基窪も。

〕

　　　　

る火山灰を噴出した噴火の方が，［区］が分かるね。
太郎さん：

　

どうして噴火した順番が分かるの。
花子さん：

　

地点Ｂの柱状図において， 地層Ｑの方が，Ｉ

　　　

Ｙ

　　　

Ｉ分かるよ。

先

　　

生：

　

そうですね。また，図３，４をもとに，この地域に広がる地層について推測することも

　　　　

できますよ。 それでは，地点Ｃにおいて，地層Ｐが道路面からおよそ何ｍの深さにある

　　　　

か求めてみましょう。そして，明，日，実際にボーリング試料を観察して確認しましょう。

｛１） Ｘに当てはまる適当な言葉を， 次のア， イから１つ選び， その記号を書け。 また， Ｙには，

　

Ｘであることが分かる理由を示す言葉が入る。 Ｙに適当な言葉を書き入れて， 会話文を完成さ

せよ。ただし，「地層Ｐ」 という言葉を用いて， 解答欄の言葉につながるように書くこと。

⑰ 先に起こったこと

　

イ あとから起こったこと

（２） 下線部の深さはおよそ何ｍか。 次のア～工のうち， 最も適当なものを１つ選び， その記号を

書け。
⑦ ２７ｍ

　

イ ３１ｍ

　　

ウ ４５ｍ

　　

工 ４９ｍ

４

　

３種類のプラスチックＡ～Ｃを用意し， 次の実験３，～５を行った。

　　　　　　　　　　　

Ａ

　

［実験３］ 体積が０．４０ｃｍ
３のＡ～Ｃを水の入ったビ←カーに入れ， ガラス棒

でかき混ぜると， 図５のように， Ａ， Ｂは液面に浮いたが， Ｃはビーカーの

　

水 ［

　

、 Ｂ

底 に 沈 ん だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　

Ｃ

［実験４］体積が０．４０。〆のＡ～ｃをェタノ←ルオ溶液の入ったビー か に 図５〔宴系呈、裟織星一

入れ， ガラス棒でかき混ぜると， Ｂは液面に浮いたが， Ａ， Ｃはビーカーの底に沈んだ。

　

［実験５］ 実験３， ４で用いた体積が０．４０ｃｍ
３のＢと同じ質量であるＡ～Ｃを用いて， 実験４と

同じ方法で実験を行い， 浮き沈みを調べた。

　

ただし， 実験３～５は， 同じ温度で行うものとし， 水の密度は１．０ｇ／ｃｍ３， エタノール水溶液

の密度は０．９５ｇ／ｃｍ３とする。

｛１） 実験３， ４で用いた体積が０．４０ｃｍ
３のＢの質量について述べた次の文の①に当てはまる最も

　

適当な数値を書け。 また， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， 適当なものを１つ選び， その記号を書け。

実験３’ ４から’ 体積力め 騒 のＢの質量もま’
り

珊 ｇより②｛ア 大きい ① 小さい｝

　

　　

　

　

　

ことが分かる。

（２） 実験５の結果， Ａ， Ｃはそ

葉を書け。 Ａ、“も ん た
Ａ， Ｃはそれぞれどのようになったか。「浮いた」「沈んだ」 のどちらかの言

≠也層Ｐよりィ＆し・ヒぐろくて洩ら仏る
ニヒから）

地点Ａ

　

地点Ｂ

区劃 砂の層

［コ 地層Ｐ

厘団地層Ｑ

－

　

６－



全

　

日

　

制

定

　

時

　

制
科 受検番号 号 氏名

令和 ６ 年 度

　　　　

理

　　　　　

科

　　　　　

解

　

答

　

用

　

紙

問

　　

題 解

　　　　　　　　　　　　

欄 問

　　

題 解

　　　　　

答

　　　　　

欄

（－）

｛１）
」

甘 源、

（三）

（１） 気；し
（２） チリ０

　　

．

　　

Ｈｚ ｛２） ①

　　

ア

　　

②

　　

ウ

｛３） ① ア ② Ｌ （３） ク， 之

　　　　　

ｇ

２

（１） ① イ ② ヴ

（４）

より多くの葉に，

　　　　　　　　　　　

’

光 が当たるょっになる。
（２） ク，／ぢ

　　　

秒

（３）

２

（１） アノ

力．

…水半 （２｝ ① ア ② エ
（３｝ ① イ ② エ

〔４） ヱ

　　　　　　　

倍 （４｝ イ
（５） ①

　　

イ

　　

②

　　

イ

（四）

Ｉ

（１） 熱、帯

（二）

（１）

（２） ①

　　

イ

　　

②

　　

エＨＣ
（３｝ ア

　

→

　

ゥ

　

→ イ
Ｎｑｑ （４） ① イ ② ゥ

（２） ①

　　

ア

　　

②

　　

ウ

２

（１） ① ア ② エ
（３） イ （２） ウ

２

（１） ニ鞭側炭素 （３） ェ
｛２） ク，子

　　　　

ｇ ｛４） β及

　

シ可

（３）

◎

　　　　　　

′， 子

（五）

Ｉ
（１） ェ

発ｋ

　

１，６
生

　　　　

…

　　　

…

　　　

…

　　　

…

　　　

…

毒・２
十 十－「才 ｒ

』 ”／ …

量

　

－－十－－ 〆 －－十一－－＋－－－．－－

誓テ ン －－十一－－十一十一－－計

　　　

（

　　　

１０

　　

２０

　　

３０

　　

４０

　　

５０

　　　　

加えた石灰石の質量の合計〔ｇ〕

（２） ①

　　

ゥ

　　

②

　　

イ

２
｛１） ウ
（２） エ

３
｛１｝

ｘ ア
Ｙ 地層Ｐより体し．に う

　　　　　　　　　

で見られることから

｛２｝ ア
４

（１） ① 夕、郊 ｇ ② イ．
（４） ６，ク

　　　

Ｃｍ３ （２｝ Ａ ジ力ん′ごｄ ジ宏ん′ご

問

　　

題 （－） （二） （三） （四） （五） 合

　　　　

計

得

　　

点


